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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】熱傷と一酸化炭素（CO）などの有毒ガスの吸入は火災死の主たる要因である．本研究では火
災死の死因分析を目的として，脳内の塩基性線維芽細胞増殖因子（bFGF），グリア原線維酸性タンパ
ク質（GFAP）および１本鎖 DNA（ssDNA）の免疫染色所見と熱傷あるいは CO中毒の重症度との関連に
ついて検討した． 
【対象】当教室の剖検例（死後 48時間以内）のうち，火災死（49例）について，窒息死（23例）お
よび急性心筋梗塞（24例）を対照として検討した．火災死例は，熱傷の重症度（%体表面積）と血中
一酸化炭素ヘモグロビン（COHb）濃度に基づき，生存時間 6時間以内の急性熱傷死（9例：熱傷＞20%，
COHb＜50%）および急性 CO中毒死（16例：熱傷＜20%，COHb＞60%）並びに遷延性熱傷死（16例：熱
傷 20―97%，入院時 COHb＜30%）および遷延性 CO中毒死（8例：熱傷＜20%，入院時 COHb 46―65%）
に分類した． 
【方法】各例の大脳頭頂葉の皮質・白質，淡蒼球および海馬 C4領域について，bFGF，GFAPと ssDNA
の免疫染色陽性細胞率を測定した． 
【結果】神経細胞 ssDNA陽性率は，頭頂葉では急性熱傷死および CO中毒死ともに対照群より高く，
淡蒼球では CO中毒死の方が熱傷死よりも高値であった．遷延死では熱傷や CO中毒の重症度に関わら
ず神経細胞数が減少し，熱傷死ではグリアの増加がみられた．熱傷による遷延死では大脳皮質・白質
内グリアの bFGF陽性率が高値，グリアの GFAP陽性率は皮質で高く，白質で低値，大脳皮質と海馬の
神経細胞 ssDNA陽性率は低値であった．一方，遷延 CO中毒死では各部位のグリアの bFGFと GFAPの
陽性率は低く，神経細胞 ssDNA陽性率は高値を示した． 
【結論】これらの所見は，火災による急性死あるいは遷延死の主たる致死的要因として熱傷あるいは
CO中毒の関与を評価するうえで上記指標が有用であることを示している． 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
火災死の主たる要因は熱傷と一酸化炭素（CO）などの有毒ガスである。本研究は、火災死の死亡要
因を分析するため、剖検例の脳内の塩基性線維芽細胞増殖因子（bFGF）、グリア原線維酸性タンパク
質（GFAP）および１本鎖 DNA（ssDNA）の免疫染色所見と熱傷あるいは CO中毒の重症度との関連につ
いて検討したものである。 
研究対象は死後 2日以内の火災死の剖検例 49例で、窒息死 23例および急性心筋梗塞 24例を対照
とした。火災死例は熱傷の重症度（%体表面積）と血中一酸化炭素ヘモグロビン（COHb）濃度に基づ
いて生存時間 6時間以内の急性熱傷死（9例：熱傷＞20%、COHb＜50%）および急性 CO中毒死（16例：
熱傷＜20%、COHb＞60%）並びに遷延性熱傷死（16例：熱傷 20～97%、入院時 COHb＜30%）および遷延
性 CO中毒死（8例：熱傷＜20%、入院時 COHb 46～65%）に分類された。各例の大脳頭頂葉の皮質・白
質、淡蒼球および海馬 C4領域について各指標の免疫染色陽性細胞率を測定した。 
その結果、神経細胞のssDNA陽性率は頭頂葉では急性熱傷死とCO中毒死でともに対照群より高く、
淡蒼球では CO 中毒死の方が熱傷死よりも高値であった。火災による遷延死では神経細胞数が減少し
ており、熱傷死ではグリアの増加がみられた。熱傷による遷延死では大脳皮質・白質内グリアの bFGF
陽性率が高値、グリアの GFAP 陽性率は皮質で高く、白質で低値、大脳皮質と海馬の神経細胞 ssDNA
陽性率は低値であった。一方、遷延性 CO中毒死では各部位のグリアの bFGFと GFAPの陽性率は低く、
神経細胞 ssDNA陽性率は高値を示した。 
以上のことから、これらの指標は火災による急性死あるいは遷延死の主たる致死的要因として熱傷
あるいは CO 中毒の関与を評価するうえで有用であることが示された。本研究の成果は、法医実務に
おける火災被災者の死因診断と致死的病態分析のために意義深い新たな知見を提供したものと評価
される。よって著者は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定された。 
 
